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蔵
川
に
戦
前
か
ら
伝
わ
る
尊
徳
祭
は
、
今
年
で
五
十
二
回
目
を

迎
え
ま
す
。
昭
和
十
二
年
、
故
尾
花
清
盛
氏
が
、
蔵
川
小
学
校
の

校
庭
に
二
宮
金
次
郎
の
銅
像
を
寄
贈
し
た
の
に
伴
い
、
こ
れ
を
よ

リ
教
育
的
に
生
か
そ
う
と
、
昭
和
十
一
二
年
か
ら
始
め
ら
れ
た
も
の

で
す
。
以
後
、
行
事
内
容
は
少
し
ず
つ
変
わ
り
は
し
ま
し
た
が
、

戦
中
・
戦
後
の
動
乱
や
学
制
の
改
革
な
ど
多
く
の
障
害
を
乗
り
越

え
て
、
一
年
も
欠
か
す
こ
と
な
く
続
け
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

現
在
で
は
、
マ
ラ
ソ
ン
大
会
や
も
ち
つ
き
な
ど
を
行
っ
て
い
ま

す
が
、
祭
り
当
日
の
式
典
の
際
行
わ
れ
る
尊
徳
賞
の
擾
与
は
、
第

一
固
か
ら
続
く
伝
統
あ
る
も
の
。
貰
は
、
蔵
川
小
・
中
学
校
の
先

徒
の
中
か
ら
、
勉
学
・
ス
ポ
ー
ツ
・
家
庭
生
活
の
全
て
に
渡
っ
て

優
秀
な
生
徒
一
人
ず
つ
に
与
え
ら
れ
ま
す
。

子
供
た
ち
の
心
を
育
て
、
地
域
の
和
を
強
め
る
尊
徳
祭
に
つ
い

て
、
蔵
川
小
学
校
の
古
岡
智
稔
校
長
は
次
の
よ
う
に
話
し
て
く
れ

ま
し
た
。
「
二
宮
金
次
郎
は
、
た
だ
勤
勉
だ
っ
た
だ
け
で
な
く
、

自
分
の
住
む
村
を
、
経
済
的
・
文
化
的
に
立
て

直
し
た
と
い
う
実
績
を
持
つ
偉
人
。
子
供
た
ち

に
は
尊
徳
祭
を
通
し
て
そ
う
い
っ
た
部
分
を
再

認
識
し
、
将
来
自
ら
の
郷
土
を
築
い
て
い
く
上

で
の
か
て
に
し
て
欲
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」

祭
り
の
目
、
蔵
川
の
人
々
は
、
金
次
郎
の
像

の
前
で
美
し
く
力
強
い
和
を
描
き
ま
す
。
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平成元年11月1日おおず広報

九
月
定
例
市
議
会
は
、
九
月
四
日
か
ら
九
月
十
三
日

ま
で
十
日
間
の
会
期
で
聞
か
れ
ま
し
た
。

今
議
会
で
は
、
平
成
元
年
度
予
算
関
係
五
件
、
人
事

案
件
一
件
、
条
例
関
係
一
件
、
議
員
提
出
案
件
二
件
、

そ
の
他
二
件
の
計
十
一
件
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

提
案
理
由
の
説
明

去
る
九
月
一
日
は
、
市
制
施
行
一
て
十

五
周
年
の
記
念
日
で
し
た
。
昭
和
二
十

九
年
の
市
制
施
行
以
来
、
議
員
各
作
を

は
じ
め
市
民
の
皆
さ
ん
、
全
て
の
人
々

の
一
体
と
な
っ
た
ご
努
力
で
、
今
日
の

発
展
を
見
て
き
た
こ
と
は
申
す
ま
で
も

あ
り
ま
せ
ん
。
深
く
敬
意
を
表
す
る
次

第
で
す
。

私
も
、
市
制
施
行
二
一
十
五
年
と
い
う

名
誉
あ
る
麿
史
を
ふ
ま
え
、
「
水
と
緑

の
豊
か
な
市
民
都
市
L

づ
く
り
を
基
本

用
念
と
し
て
、
成
熟
し
た
都
市
形
成
に

向
か
っ
て
者
実
に
力
強
く
前
進
で
き
る

よ
う
、
最
善
の
努
力
を
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

補
正
予
算
の
概
要

A
r
M
の
補
正
額

一
般
会
計
ト
一
九
億
六
千
八
百
六
十

九
万
円

特
別
会
計
五
千
-

4

百
七
万
円

企
業
会
計
二
一
千
九
百
一
二
十
四
万
円

合
計
十
六
億
六
千
十
万
円

今
川
の
補
正
で
予
算
総
額
は
、
百
九

十
一
二
億
一
一
-
千
九
百
八
十
九
万
円
と
な
り
、

昨
年
同
期
に
比
べ
る
と
、
十
六
億
七
千

百
問
万
円
(
約
九
・
五
%
)
増
加
し
ま

し
た
。

骨量

ム
冨

z
十
1
一一=ロ

A
7
M
の
補
正
で
、
-
般
会
計
の
予
算

総
額
は
百
十
-
一
億
四
百
六
十
九
万
円
と

な
り
、
昨
年
同
期
に
比
べ
て
、
九
億
七

千
六
百
二
十
一
万
円
(
約
九
・
五
%
)

増
加
し
ま
し
た
。

V
総
務
費
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
集
会
所
建

設
事
業
(
滝
の
宮
、
杭
瀬
、
五
郎
江
医
)

に
J

一
千
百
六
十
万
円

V
民
生
費
乏
人
福
祉
対
策
パ
ス
運
行

費
に
一
一
百
十
四
万
円
、
地
域
改
善
対
策

特
定
事
業
に
一
億
一
一
一
千
つ
一
百
卜
三
万
円

V
農
林
水
産
業
費
地
域
畜
産
総
合
対

策
事
業
に
-
千
四
十
一
二
万
円
、
緑
の
少

年
隊
育
成
事
業
に
-
二
十
二
万
円
、
森
林

地
域
活
性
化
緊
急
対
策
事
業
に
託
子
-
ム

百
四
十
七
万
円

V
商
工
費
大
洲
市
観
光
協
会
補
助
金

と
し
て
-

A

百
万
円

V

土
木
費
市
道
回
日
徳
森
線
道
路
改

良
事
業
に
一
千
七
百
四
十
七
万
円
、
地

域
振
興
道
路
整
備
事
業
に
じ
八
千
十
万
円
、

市
単
独
道
路
改
良
舗
装
工
事
に
五
千
万

円
、
城
山
下
可
動
せ
き
改
修
事
業
負
判

金
と
し
て
-
-
千
五
百
万
円
、
花
と
緑
の

郎
市
モ
デ
ル
地
日
整
備
事
業
資
追
加

(
肱
南
ピ
ク
二

y
ク
グ
ラ
ン
ド
整
備
)

に
一
子
一
九
百
-
一
ト
¥
万
円
、
ふ
る
さ
と

づ
く
り
特
別
汁
策
事
業
(
肩
上
地
域
観

光
道
路
、
不
ッ
ト
ワ

l
ク
事
業
な
ど
)
に

叫
意
仁
子
仁

[
L卜一一
z
j
H
J
、
決
泡
げ

F

{

)

i

J

J

t

f

F

 

第
今
」
同
地
外
世
改
修
工
事
に
一
二
子
一

A

汀

!
万
円

V
教
育
費
久
米
公
民
館
建
設
事
業

(
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
一
一
階
建
)
に
-

億
一
二
千
九
円
ト
八
万
円
、
総
人
口
体
育
館

弓
道
場
建
設
事
業
に
一
一
千
間
百
四
十
七

万
円
V
災
害
復
旧
費

恋
木
内
子
一
口
行
線
災

害
復
旧
事
業
に
九
百
八
十
七
万
円

人

事

案

件

人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
に
つ
い
て

磯
崎
邦
夫
委
員
が
任
期
満
了
と
な
る

の
に
伴
い
、
そ
の
後
任
候
補
者
の
推
薦

に
つ
い
て
同
志
を
求
め
た
も
の
で
す
。

候

補

省

(

敬

称

略

)

氏
名
亀
井
悦
子

住
所
大
洲
市
大
洲
一
(
)
同
九
番
地

生
年
月
日
昭
和
一
一
年
七
月
一
今
十
日

条

例

関

係

大
洲
市
減
債
基
金
条
例

市
債
の
償
還
に
必
要
な
財
源
を
確
保

し
、
将
来
に
わ
た
る
市
財
政
の
健
全
な

運
営
を
実
現
す
る
た
め
、
減
債
基
金
を

設
置
す
る
も
の
で
す
。

2ー

議
員
提
出
案
件

消
費
税
の
見
直
し
を
求
め
る
意
見
書

の
提
出
に
つ
い
て
、
消
費
税
の
廃
止
を

求
め
る
意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て
、
の

一
一
議
案
が
議
日
目
一
か
ら
提
出
さ
れ
、
前
斉

は
原
案
ど
む
り
司
決
、
後
告
は
f

小
川
決
さ

れ
ま
し
た
。そ

の

他

昭
和
六
十
三
年
度
大
洲
市
企
業
会
計
決

算
の
認
定
に
つ
い
て

専
決
処
分
し
た
事
件
の
報
告
並
び
に
承

認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て



おおず

昭
和
六
十
一
一
年
六
月
以
来
工
事
の
急

が
れ
て
い
た
二
般
県
道
菅
田
・
五
郎

停
車
場
線
逆
襲
橋
架
替
工
事
山
が
完
成

し
、
九
月
六
日
、
通
り
ぞ
め
式
な
ど
の

記
念
行
事
が
催
さ
れ
ま
し
た
。

逆
技
者
橋
は
、
昭
和
五
卜
年
に
歩
道
橋

(
長
さ
約
百
一
一
一
十
灯
、
幅
員
一
一
川
)
が

架
設
さ
れ
た
も
の
の
、
昭
和
二
十
七
年

完
成
の
車
道
橋
(
長
さ
約
百
一
二
十
日
、

幅
員
二
一
・
五
灯
)
は
幅
員
が
狭
い
ト
し
に

老
朽
化
が
著
し
く
、
そ
の
危
険
性
が
問

わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
こ

の
た
め
、
地
氏
住
民
か
ら
架
符
へ
の
強

い
要
望
が
も
ち
あ
が
り
、
昭
和
六
十

-J
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企通りぞめ

V新しくなった逆薯橋

年
輪
パ
ワ
!
で
G
O
/

年
度
か
ら
国
の
補
助
事
業
と
し
て
工
事
中

が

始

ま

っ

た

も

の

で

す

。

市

新

し

く

完

成

し

た

橋

は

、

長

さ

約

百

戸

大

洲

市

老

人

ク

ラ

ブ

大

会

二
一
ト
日
、
車
道
部
の
幅
員
七
-
一
一
一
九
日
、
一
九
月
二
十
日
、
市
民
会
館
大
ホ
l
ル

歩
道
部
の
幅
員
一
一
・
五
日
で
、
脊
白
地
一
で
「
大
洲
市
老
人
ク
ラ
ブ
大
会
し
が
開

区
で
唯
一
の
二
車
線
道
路
を
有
す
る
橋
~
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
大
会
も
今
年
で

で

す

。

日

二

十

六

凶

円

O

H

年
輪
パ
ワ
ー
を
結
集
し

こ
の
日
は
、
午
前
十
時
か
ら
の
神
事
中
て
、
明
る
い
長
寿
社
会
を
H

の
ス
ロ
ー

に
続
き
、
桝
同
市
長
、
西
川
、
今
井
同
一
ガ
ン
の
も
と
、
約
千
人
の
参
加
者
が
会

代
議
士
ら
が
テ

l
プ
カ
ッ
ト
。
地
元
の
や
場
を
理
め
ま
し
た
。

中
川
茂
幾
き
ん
(
日
歳
)
、
服
地
利
光
さ
日
大
会
で
は
、
市
老
人
ク
ラ
フ
連
合
会

ん

(
m
u
歳
)
の
一
一
一
世
一
代
家
族
ら
を
先
頭
干
の
河
野
茂
乗
会
長
の
あ
い
さ
つ
の
後
、

に
、
菅
出
小
学
校
・
肱
束
中
学
校
の
鼓
一
乏
人
福
祉
功
労
者
や
優
良
ζ
人
ク
ラ
ブ

笛
隊
や
菅
出
保
育
所
の
園
児
な
ど
地
元
市
な
ど
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
日
は
、

関
係
書
約
五
百
人
が
通
り
ぞ
め
を
し
ま
一
桝
出
市
長
や
杉
大
洲
警
察
署
長
の
講
演

し
た
。
こ
の
後
、
背
旧
公
民
館
で
は
、
一
や
優
良
老
人
ク
ラ
ブ
活
動
の
事
例
発
表

祝
賀
会
や
も
ち
ま
き
な
ど
の
ア
ト
ラ
ク
一
な
ど
も
あ
り
、
参
加
者
た
ち
は
、
新
時

シ
ョ
ン
も
催
さ
れ
、
地
元
を
あ
げ
て
橋
一
代
に
ふ
さ
わ
し
い
老
人
ク
ラ
フ
守
つ
く
り

の
完
成
を
祝
い
ま
し
た
。
日
へ
の
決
意
を
新
た
に
し
て
い
ま
し
た
。

当
日
表
彰
を
受
け
た
人
は
次
の
と
む

り
で
す
。

大
洲
市
長
表
彰

1
老
人
福
祉
功
労
者
大
内
次
郎
右
衛

門
(
肱
南
)
、
丑
尾
徳
一
(
久
米
)
、
、
水

野
輝
チ
(
肱
北
)
、
矢
畑
清
馬
(
北
口
(
)
、

城
戸
多
磨
夫
(
菅
田
)
、
坂
田
義
高
(
新

(
八
日
)
、
梶
原
守
(
J

一
孟
け
)
、
中
肝
寅
犬
(

一
二
芹
)
、
谷
本
房
子
(
八
多
喜
)
、
信
地

清
行
(

F

仁
須
戒
)

2
ね
た
き
り
老
人
優
良
介
護
者
神
岡

浩
子
(
肱
北
)
、
竹
岡
美
津
子
(
五
郎
)
、

中
川
光
(
市
木
)
、
三
瀬
武
命
(
徳
森
)
、

山
田
千
代
子
(
肝
日
)
、
城
戸
初
子
(
野

佐
来
)
、
屋
地
同
文
子
(
柳
沢
)
、
徳
岡

タ
カ
子
(
田
処
)
、
平
田
ヨ
シ
子
(
喜
多

郡一

F
!
?
3
A

五
λ
s
l
i
t
-ぷ

ノ
'
一
ブ
~
ずみ六饗帯灘大

山
)
3
優
良
老
人
ク
ラ
ブ
菅
田
大
竹
喜
楽

会
(
代
表
森
本
徳
勇
)
、
し
し
新
(
人
口
不
老

尚
寿
会
一
代
表
谷
川
満
久
)

愛
媛
県
社
会
福
祉
協
議
会
長
表
彰

1
老
人
福
祉
功
労
者
後
藤
利
夫
(
平

野
町
肝
同
)

2
優
良
老
人
ク
ラ
ブ
ミ
笹
口
竹
友
会
連

合
会
(
代
表
後
藤
吉
久
)

大
洲
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
長
表
彰

1
老
人
福
祉
功
労
者
二
日
澄
子
(
久

米)、

k
出
ス
ガ
エ
(
肱
北
)
、
森
居
ミ

ツ
子
(
徳
森
)
、
一
品
目
次
郎
(
菅
川
)
、

神
田
秋
政
(
蔵
川
)

2
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
高
額
寄
付
(
感

謝
状
)
山
中
誠
(
新
谷
)
、
河
野
茂

乗
(
菅
田
町
宇
津
)
、
上
甲
冨
土
島
(
稲

積
)

3 



広報おおず 平成元年11月1日

職 員の給与状況

大 洲 市

(1)人件費の状況(普通会計決算)

区分
住民基本台帳

歳出額 A 実質収支 人件費 8 人件費率芸
(参考)

人口元・ 3'31) 62年凌人件費率

63年度 39，620人 113億7，828万円 4{意4，502万円 25億376万円 22.0% 23.5% 

(注)人件費には、特別職に支給される給料、報酬等を含みます。

(2) 職員給与費の状況(普通会計予算)

職員数 J町F込白 与 員 I人当たり
区 分

A 給 料 1議員手当 期末・勤勉手当 言1- B 給与費芸

元年度 394人 11倍、3，809万円 l億3，334万円 4億7，680万円 17億4，823万円 444万円

(;立二) 1.職員手l-4には、退職手当を含みません。

2.給与費は、 9月補正後の予算に計上された額です。

(3) 職員の平均給料月額、平均給与月額及び平均年齢の状況(元年4月1日現在)

一 量生 行 政 耳裁 技 能 ヲ7 務 職
区 分

平均給料月額 平均給与汚額 平均年齢 平均給料月額 王子均給与月額 王子均年齢

大洲市 246，807円 284，515円 40.2歳 204，227円 214，886円 43.7歳

国 246，475円 39.3歳 227，561円 47.8歳

(5)職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況
(4) 職員の初任給の状況(元年4月1日現在)

大洲市・菌ともに関じ
区 分

初 f壬給 採用2年後

大学卒 121，100円 133，500円
一般行政職

高校卒 102，200円 108，800円

(ィ主)初任給は、試験の結果に基づいて採用された場合の額です。

4 

臣 分
経験年数 経験年数 経験年数

6 年 16 年 20 .if 
一般 大学卒 157，625円 257，600円 294，200円

行政職 品校卒 123，950円 204，900円 253，800円

技能 両校卒

労務職中学卒 一 152，900円 194，300円

(i主)経験年数とは、卒業後i吉:ちに採用され引き続き勤務している場合
は、採用後の年数です。



平成元年11月 1日

(6) 一般行政職の級別職員数の状況

広報おおず

E差 分 l級 2級 3級 4級 5級 6級 7級 8級 。級 言十

標準的在職務内容
主事 下級 上級

主査 係長
専門 課長

課長 部長令市 主事 主事 員 補佐
人 入 人 入 人 人 人 人 人 人

職 員 数 16 45 40 75 51 33 24 25 51 314 

% % qゐ % % % % 。% 叫 9毛

構 成 上七 5.1 14.3 12.7 23.9 16.2 10.5 7.7 8.0 1.6 100 

1年目IJの
唱 ラる 。ん % % 。ん % % 。ん ラ4

参
構成比

4.7 16.9 11.6 26.0 14.4 9.1 8.8 6.9 1.6 100 

5年間の
叫 日 日 。% 判 判 % % 

考
構成比

2.7 25.8 8.7 40.1 14.0 7.4 1.3 100 

1級
主事補等 16人
(5.1%) 

(汁) 1 太洲市の給与条例に基づく給料表の級[正分による職員数です。
2 標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的在職務です。

4級 I (7) 昇給期間短縮の状況
主宣言年 J 

75人
(23.9%) 

(8) 職員手当の状況

IIZ:分 大 i洲市 国

期末子当 勤勉手当
市洲大

期末手当 6月期 l.4月分 0.5月分

勤勉子当
12月期 l.9月分 0.6月分 [E[ 

3月期 0.5月分 と
府]

計 3.8月分 1.1月分 〉じ

(支給率) 白己都合 勧奨・定年

勤続 20年 2l.0月分 28.875月分大

勤続出年 33.75月分 44.55 月分~ i市1'1'1 
勤 続出年 47.5月分 62.7月分周

最高限度額 60.0月分 62.7月分と
同

退職子当
その他の加算措置定年前早期退職特別措置じ

(2 %~20%加算)

(元年3月 退職 H与 勧奨退職

31日現在) 特別昇給 2号給 退職時

特別昇給
l号俸

l人当たり (1己都合 勧壁

平均支給額 488万円 2.216万円

(i引 退職手当の 1人当たり平均支給漁は、!日I年度に退職した全耳珪
向に{干る職員の平均領"'-;-。

内
g 分 合計

一般行政機 技能労務戦

職員数 A 536人 322人 63人

普通昇給期間 (12-24
62年度 月) を短手宿して昇給し 12人 10人 。人

た職員数 B 

比率 B/A 2.2% 3.1% 。%

職員数 A 534人 319人 63人

普通昇給期間(12-24
63年度 月) を短古前して昇車合し 9人 6人 。人

た職員数 B 

比率 B/A 1.7% 1.9% 。%

g 分 ，一壬F、 戦 稜

職員全体に占める子当
44.9% 

支給職員の割合

支給対象職員 l人当た
360，229円

特殊勤務 り平均支給年額

子 2j 手当の種類(子当数) 25 

(63年度) 支給額の多い 研究子当(医療)、精薄者

代表的 子当
(児)施設勤務子当、老人ホ
ーム勤務子当、税務職手当

な子当
多〈の職員に 出納員手当、現場監督手当

の名称
支給されてい 税務職手:ij、精薄者(児)施

る手当 設勤務子当、E人ホムfMi子'"

i又 分 内l
タ叫ミ 慢の制度との異!司 閣の詰11震?と異なる内容

扶養手当
配偶子生16∞OPJ、扶養親族2人口まで4.500円、その他1、仁00円、配偶ffのな

同
しミ戦nのf人美樹族 1人H10. 5001'J 

住民子当
借家民II'ff一五~貨と 11.0001'JO)差額が9.5001'Jに逮「るまでそのJ長級を支給

ドヨl(支給限度主主21.000]']) 作'ま!;liIIe者 1.00日円(取得後5年以内2.5001'])

交通機関利用一運賃相当初
界ム

交通用具利用については、国の
通勤子当 通勤距離片道 2kmn 1: 交通用Jt手IJ片j 運賃相当初の約65% 定額方式に汁し定率方式を採用

時間外勤務子当

(9) 特別職の報酬等の状況(元年 4月 1日現在)
年度 支給総額 職員1人当たり支給与額

区 分 給料、報酬等の月額 期末手当

69千円市 長 i 812，000円 62年度 3，714万円
(63年度支給割合)

助 役 ，i 621，000円
6月 1.4月分

収入役 538，000円
12月 1.9月分 63年度 3，949万円 74千円

議 長 389，000円
3月 0.5月分

副議長 315，000円
言十 3.8月分

;義 民 287.000円

(9) 特別職の報酬等の状況(元年4月1日現在)

E
J
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パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
旬
間

U
A
l
%
 

十
一
月
一
日
か
ら
十
日
に
か
け
て
は

パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
旬
間
で
す
。

パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
は
、
最
近
、

家
庭
主
婦
層
を
中
心
に
著
し
く
増
加
し

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
パ
ー
ト
タ
イ
ム

労
働
者
の
処
遇
や
労
働
条
件
な
ど
に
つ

い
て
は
、
雇
入
れ
に
際
し
て
労
働
条
件

が
不
明
確
で
あ
る
こ
と
、
パ
ー
ト
タ
イ

ム
労
働
者
の
就
業
の
実
態
に
配
慮
し
た

一
雇
用
労
務
管
理
が
行
わ
れ
て
い
な
い
こ

と
な
ど
、
種
々
の
問
題
点
が
指
摘
さ
れ

て
い
ま
す
。

旬
間
中
、
愛
媛
婦
人
少
年
室
で
は
、

関
係
行
政
機
関
と
共
催
し
て
次
の
と
お

り
パ
ー
ト
タ
イ
ム
相
談
コ
ー
ナ
ー
を
開

おおず

雇

11月は

用保険
クリーンな受給で

さわやか就職

「雇用保険不正受給

防止啓発月間J です

広報

設
し
、
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
に
関
す
る

問
題
や
悩
み
事
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

気
軽
に
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

-
パ
ー
ト
タ
イ
ム
相
談
コ
ー
ナ
ー
-

日
時
十
一
月
一
目
、
二
日

午
前
十
時

1
午
後
六
時

ス
ー
パ
ー
「
フ
ジ
L

松
山
庖

場
戸斤

(
松
山
市
宮
西
一
丁
目
)

詳
し
く
は
、
愛
媛
婦
人
少
年
室
(
松

山
市
辻
町
二
の
三
六
宮

0
8
9
9
⑫

6
7
7
1
)
ま
で
お
問
い
合
せ
く
だ
さ

最
低
賃
金
改
定
の

お

知

ら

せ

愛
媛
労
働
基
準
局
で
は
、
県
内
で
働

く
す
べ
て
の
労
働
者
に
適
用
さ
れ
る

「
愛
媛
県
最
低
賃
金
し
を
決
定
し
、
十

月
一
日
か
ら
実
施
し
て
い
ま
す
。

こ
の
決
定
に
よ
り
、
十
月
一
日
以
降

従
業
員
に
支
払
う
賃
金
は
、
一
日
三
千

六
百
二
十
三
円
(
一
時
間
四
百
五
十
三

円
)
以
上
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な

り
ま
し
た
。

詳
し
く
は
、
愛
媛
労
働
基
準
局
賃
金

課
(
宮

0
8
9
9
@
2
1
0
1
)
又
は

最
寄
り
の
労
働
基
準
監
督
署
ま
で

ご存知ですか?お
問
い
合
せ
は
医
薬
品
副
作
用
被

害
救
済
・
研
究
振
興
基
金
総
務
部

企
画
課
相
談
係
ま
で

一T
m
東
京
都
豊
島
区
東
池
袋
三
一

一
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
印
部
階

窓
(
三
)
九
八
八
|
一
一
一

O
一
附

お
と
な
り
に
あ
げ
る
安
心
火
の
始
末

ー
秋
の
火
災
予
防
運
動

H
i
h

今
年
か
ら
秋
の
火
災
予
防
運
動
が
、

『
一
一
九
番
の
日
』
に
ち
な
ん
で
、
十

一
月
九
日
か
ら
十
一
月
十
五
日
ま
で
の

一
週
間
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た。
こ
の
運
動
を
機
会
に
、
ご
家
庭
で
は

次
の
こ
と
に
注
意
し
、
尊
い
生
命
や
財

産
を
火
事
か
ら
守
り
ま
し
ょ
う
。

て
お
年
寄
り
ゃ

身
体
の
不
自
由
な
人
が
い
た
ら

川
布
団
や
毛
布
、
カ
ー
ペ
ッ
ト
な
ど

に
つ
い
て
は
、
燃
え
に
く
い
防
災

物
品
を
使
用
す
る
。
(
防
災
物
品

に
は
、
下
図
の
よ
う
な
ラ
ベ
ル
が

貼
付
し
て
あ
り
ま
す
)

凶
避
難
し
や
す
い
場
所
に
寝
か
せ
る

よ
う
に
す
る
o

m
一
人
だ
け
に
し
て
外
出
し
な
い
。

凶
近
所
に
一
人
住
ま
い
の
お
年
寄
り

い
い
空
気
・
い
い
換
気

暮
ら
し
の
中
に
定
着
さ

せ
た
い
換
気
の
大
切
さ11月9日は換気の日

一雇用保険の失業給付はー・・・・ーー一

労働者が失業した場合に生活の安定を

図るため一定の給付を行い、早期再就職

の援助を行う制度です。

雇用保険を受給される人へ

失業の認定を受けるときは、正しく申

告しましょう。

事業主のみなさんへ

雇用保険を受給している人を採用した

場合には、正しく申告するようご指導く

ださい。

大洲公共職業安定所

まま 24-3 1 9 1 

ーーτー
二コ

!ム

iよ
ぱコエヌ

マIfl

v 
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消防庁認定
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防
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が
い
た
ら
、
み
ん
な
で
火
の
用
心

に
気
を
配
る
愛
の
一
声
を
か
け
る
。

二
、
火
の
用
心
七
つ
の
ポ
イ
ン
ト

山
寝
た
ば
こ
や
た
ば
ご
の
投
げ
す
で

を
し
な
い
。

凶
子
供
に
マ
ッ
チ
や
ラ
イ
タ
ー
で
遊

ば
せ
な
い
。

間
空
気
の
乾
燥
し
て
い
る
と
き
、
風

の
強
い
と
き
は
た
き
火
を
し
な
い
。

凶
天
ぷ
ら
を
揚
げ
る
と
き
は
、
そ
の

場
を
離
れ
な
い
。

町
家
の
ま
わ
り
に
、
燃
え
や
す
い
も

の
を
置
か
な
い
。

山
間
ふ
ろ
の
空
だ
き
を
し
な
い
。

的
ス
ト
ー
ブ
に
は
、
燃
え
や
す
い
も

の
を
近
づ
け
な
い
。



を
必
ず
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。
川

※
入
選
作
品
の
版
権
及
び
著
作
権
は
、
川

ま
ち
、
つ
く
り
月
間
実
行
委
員
会
に
帰
属
川

し

ま

す

。

川

応
募
締
切
平
成
元
年
十
二
月
末
日

(
当
日
消
印
有
効
)

送

り

先

及

び

問

い

合

せ

先

川

〒
旧
東
京
都
文
京
区
本
郷
二
丁
目
十
川

七
番
十
三
号
広
和
レ
ジ
デ
ン
ス
(
社
)
川

日
本
交
通
計
画
協
会
内
第
七
回
「
私
川

の
ま
ち
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
」
事
務
局

合

0
3
1
8
1
6
1
1
7
9
1
川
青
年
海
外
協
力
隊
員
は
、
現
地
の
人

発
表
平
成
二
年
六
月
(
結
果
は
、
入
山
々
と
同
じ
言
葉
を
話
し
、
同
じ
と
こ
ろ

賞

者

に

直

接

通

知

)

山

に

住

み

、

同

じ

も

の

を

食

べ

、

自

ら

の

川
利
益
を
求
め
る
こ
と
な
く
、
ひ
た
す
ら

三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
言
三
三

E
言
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三

Z
Z三
市
開
発
途
上
国
の
新
し
い
国
守
つ
く
り
に
協

市
民
の
皆
さ
ん
と
様
々
な
形
で
か
か
え
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
今
回
改
め
て
川
力
し
て
い
ま
す
。

わ
っ
て
き
た
大
洲
臥
龍
太
鼓
も
、
今
年
メ
ン
バ
ー
の
募
集
を
行
う
こ
と
に
し
ま
叫
一
二
三
一
一
二
三
一
一
二
三
一
三
三
三
一
三
一
一
Ez--
一三一
EE--
三一二一一一一一二三三
ZE---
一一一一一一一二三一一一
Ez--
一三一一三===-一一三一一一一一三一一一三一三三主主三言三言

E
Z三

で
十
三
年
目
を
迎
え
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
o

山
一
茸
乏
平
金
二
日
入
し
ま
し
ょ
う

た

。

最

近

で

は

、

大

洲

市

以

外

か

ら

臥

龍

太

鼓

は

、

甲

府

市

の

無

形

文

化

川

白

日

上

旬

』

ノ

司

一

;

台

け

て

ノ

斗

弓

そ

の
出
演
依
頼
も
多
く
、
大
洲
市
の
新
し
財
保
持
者
、
天
野
官
一
氏
の
作
曲
指
導
に
山
国
民
年
金
に
は
一
-
十
歳
以
上
六
十
歳

い
郷
土
芸
能
と
し
で
、
ま
た
、
市
を
代
よ
り
誕
生
し
ま
し
た
。
決
し
て
派
手
な
川
未
満
の
人
は
、
学
生
な
ど
一
部
の
人
を

表
す
る
太
鼓
と
し
て
、
各
地
の
行
事
に
振
り
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
ば
ち
数
の
多
川
除
い
で
は
、
必
ず
加
入
し
な
け
れ
ば
な

参
加
し
て
き
ま
し
た
。
さ
、
リ
ズ
ム
の
捷
雑
さ
、
そ
し
て
一
二
つ
川
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
大
洲
臥
龍
太
鼓
保
存
会
で
の
音
色
の
違
う
太
鼓
の
調
和
は
、
郷
土
山
農
業
や
自
営
業
な
ど
の
第
一
号
被
保

は
、
現
在
深
刻
な
後
継
者
問
題
を
か
か
芸
能
の
太
鼓
と
し
て
も
、
か
な
り
レ
ベ
川
険
者
の
人
は
、
加
入
し
て
保
険
料
を
納

ル
の
高
い
も
の
と
白
負
し
て
い
ま
す
。
川
め
な
い
と
、
不
慮
の
事
故
で
死
亡
し
た

肱
川
を
題
材
と
し
て
取
り
上
げ
た
こ
川
り
障
害
者
と
な
っ
て
も
年
金
が
受
け
ら

の
臥
龍
太
鼓
を
、
大
洲
市
の
郷
土
芸
能
川
れ
ま
せ
ん
。

の
-
っ
と
し
て
末
永
く
引
き
継
い
で
い
川
加
入
の
届
出
が
遅
れ
る
と
、
老
齢
基

く
た
め
に
も
、
ぜ
ひ
皆
様
の
参
加
を
お
山
礎
年
金
の
受
給
要
件
で
あ
る
二
十
五
年

待

ち

し

て

い

ま

す

。

川

納

付

が

満

た

せ

な

く

な

り

ま

す

。

連
絡
先
一
大
洲
青
年
会
議
所
内
・
大
洲
川
老
後
の
生
活
の
柱
と
し
て
年
金
は
大

臥
龍
太
鼓
保
存
会
宮
⑪
7
1
0
7

川
変
重
要
で
す
。
加
入
が
ま
だ
の
人
は
、

おおず広報

毎
年
六
月
に
開
催
さ
れ
る
「
ま
ち
J

つ

く
り
月
間
運
動
」
の
一
環
と
し
て
、
現

在
、
「
第
七
回
私
の
ま
ち
写
真
コ
ン
テ

ス
ト
し
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
募
集

要
領
は
次
の
通
り
で
す
の
で
、
ふ
る
っ

て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

{
募
集
要
領
}

サ
イ
ズ
白
黒
、
カ
ラ

i
プ
リ
ン
ト
(
ス

ラ
イ
ド
、
組
写
真
を
除
く
)
で
サ
ー
ビ

ス
版
以
上
か
ら
四
ツ
切
り
ま
で
。
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メンバー募集中

一大洲臥龍太鼓保存会

応
募
上
の
注
意

。
一
人
何
点
で
も
応
募
可

。
未
発
表
又
は
他
に
応
募
し
て
い
な
い

作
品
で
あ
る
こ
と

O
応
募
作
品
は
返
却
し
な
い

O
作
品
の
裏
に
は
、
題
名
、
撮
影
場
所

(
圏
内
に
限
る
)
、
撮
影
年
月
日
、

氏
名
、
年
齢
、
性
別
、
電
話
番
号
、

職
業
(
主
婦
も
含
む
、
学
生
の
場
合

は
学
校
名
、
学
年
)
、
応
募
部
門
(
一

般
の
部
、
学
生
の
部
(
高
校
生
以
下
)
〕

青年海外協力隊

秋の募集島
地

青
年
海
外
協
力
隊
事
務
局
で
は
、
次

の
要
領
で
、
隊
員
の
秋
の
募
集
を
行
い

ま
す
。

-
応
募
資
格

A'

加
歳
以
上
ぬ
歳
ま
で
(
平
成
元
年
十

一
月
三
十
日
現
在
)
の
日
本
国
籍
を
も

っ
青
年
男
女

-
応
募
方
法

a'

青
年
海
外
協
力
隊
所
定
の
願
書
を
協

力
隊
事
務
局
に
期
日
ま
で
に
提
出

A
V
願
書
締
切
日
A
'

平
成
元
年
十
一
[
月
三
十
日
(
木
)

(
当
日
消
印
有
効
)

※
願
書
の
請
求
な
ど
詳
し
く
は
、
愛
媛

県
商
工
労
働
部
観
光
国
際
課
国
際
交
流

係
(
松
山
市
一
番
町
四
の
四
の
二
宮
0

8
9
9
⑪
2
1
1
1
内
線
3
2
1
4
)

ま
で
わ
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

7一

はたちになったら

国民年金に加入しましょう

A
7
す
ぐ
国
民
年
金
に
加
入
し
て
、
保
険

料
を
毎
月
き
ち
ん
と
納
め
ま
し
ょ
う
。

国
民
年
金
に
関
す
る
子
続
、
問
い
合

せ
は
、
市
民
課
国
民
/
主
係
ま
で

宮
(
⑪
2
1
1
1
内
線
2
5
6
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おおず広報

初出荷

大
洲
の
秋
の
香
り
を
全
国
に
届
け
る

市
農
協
の
「
大
洲
の
菜
」
ゅ
う
パ

y
ク

に
加
え
、
今
年
か
ら
、
「
元
祖
い
も
た

き
L

ゅ
う
パ
ッ
ク
が
登
場
。
九
月
十
八

日
、
大
洲
郵
便
局
か
ら
初
出
荷
さ
れ
ま

し
た
。

幕

11/1~11/30 

開

こ
れ
は
、
市
内
の
主
婦
グ
ル
ー
プ
「
旬

を
愛
す
る
会
L

(

白
石
成
子
代
表
)
が

考
案
、
実
施
し
た
も
の
で
、
「
都
会
で

生
活
し
て
い
る
人
々
に
故
郷
の
味
を
L

「
元
祖
大
洲
の
い
も
た
き
の
昧
に
触
れ

て
も
ら
い
、
大
洲
の
河
原
で
い
も
た
き

を
楽
し
ん
で
も
ら
う
た
め
の
き
っ
か
け

に
な
れ
ば
」
と
の
狙
い
で
始
め
ら
れ
た

も
の
で
す
。

料
金
は
全
一
国
埼
一
の
-
一
千
八
百
円

(
郵
送
料
込
み
)
で
、
卜
一
月
十
日
ま

で
取
り
扱
う
予
定
。
中
身
は
、
農
業
後

継
者
が
手
が
け
た
サ
ト
イ
モ
や
シ
イ
タ

ケ
な
ど
大
洲
産
の
材
料
五
人
分
が
満
載

さ
れ
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
、
大
洲
郵
便
局
(
宮
⑪
3

8
3
0
)
ま
で

家 く まの-のがお
ま詳だごす多移 k催い日来ま 三室三
でしさ家。彩な 動映さて間る 月
くい族 動、れ、、十
告は。連 催物十ま『国一 年⑪ 
、 オ1 し圏九す青年 立月

5 国 で、 が・日 0 大十つ

171大1. 準f蔵 郷に十のが十l八 のぜ、 土は八家青

5 が年青'/'1 
ひ さ芸ミ日ま年十

家主f れ能ニはつの九 り~ てな S 映り家日
σ〉 し いど L 同』にの

麻
薬
・
覚
せ
い
剤
禍
を
根
絶
し
よ
う

麻
薬
・
覚
せ
い
剤
な
ど
の
乱
用
は
、
勺
グ
/
。

個
人
の
心
身
を
害
す
る
ば
か
り
で
な
く
、

各
種
の
犯
罪
を
増
加
さ
せ
、
社
会
の
福

祉
に
計
り
知
れ
な
い
害
悪
を
及
ぼ
し
て

い
ま
す
。

十
月
と
十
一
月
の
二
ヵ
月
間
、
合
同

で
「
麻
薬
・
覚
せ
い
剤
禍
撲
滅
運
動
」

が
実
施
さ
れ
ま
す
。
愛
媛
県
で
も
、
こ

の
期
間
中
、
薬
物
の
乱
用
に
よ
る
弊
害

を
根
絶
す
る
た
め
に
、
啓
発
活
動
や
指

導
取
締
り
を
強
化
し
て
い
ま
す
。

ご
協
力
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た

本
年
度
の
日
本
赤
十
{
子
社
資
募
集
に

つ
き
ま
し
で
は
、
市
民
の
皆
様
の
拡
か

い
ご
理
解
と
ご
協
力
に
よ
っ
て
、
四
百

三
十
四
万
七
千
六
百
七
十
九
円
(
目
標

額
の
一
一
一
・
六
%
)
が
集
ま
り
ま
し

た
。
こ
の
社
資
は
、
愛
媛
県
支
部
に
納

入
さ
れ
て
、
災
害
救
護
活
動
・
医
療
技

術
の
充
実
、
血
液
事
業
の
推
進
な
ど
、

社
会
福
祉
活
動
の
た
め
に
活
用
さ
れ
ま

ト
フ
。

こ
れ
か
ら
も
、
皆
様
の
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

日
本
赤
十
{
子
社

大
洲
市
地
区
長

桝

田

奥

薬
物
乱
用
の
な
い
明
る
い
社
会
を
築

く
た
め
、
こ
の
運
動
へ
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

心年よ健
青 ーやかに

大
洲
の
秋
を
染
め
あ
げ
る
紅
葉
の
宴

内
も
み
じ
ま
つ
り
山
が
、
今
年
も
十
一

月
一
日
か
ら
二
(
十
日
に
か
け
て
、
新
谷

稲
荷
山
を
中
心
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

期
間
中
の
主
な
行
事
は
次
の
と
お
り

で
す
。

O
閉
幕
式
(
日
月
1
日
日
時
1
、
稲
荷
山
)

O
ふ
る
さ
と
祭
り
(
日
月
ロ
目
、
農
村

改
善
セ
ン
タ
ー
)

O
観
葉
会
(
日
月
比
日
日
時
1
、
稲
荷
山
)

O
協
賛
茶
会
(
日
月
お
日
目
時
i
、
農

村
改
善
セ
ン
タ
ー
)

紅
に
色
付
く
も
み
じ
に
周
ま
れ
て
、

深
ま
り
ゆ
く
秋
を
心
ゆ
く
ま
で
お
楽
し

み
く
だ
さ
い
。

ト
一
月
は
「
青
少
年
健
全
育
成
強
調

月
間
L

で
す
。
地
域
ぐ
る
み
で
青
少
年

の
健
全
育
成
を
は
か
る
た
め
、
次
の
こ

と
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

O
あ
い
さ
つ
を
か
わ
し
ま
し
ょ
う
。
愛

の
一
声
を
か
け
ま
し
ょ
う
。

O
子
ど
も
と
色
々
な
形
で
か
か
わ
り
を

深
め
ま
し
ょ
う

O
青
少
年
に
と
っ
て
好
ま
し
い
環
境
を

つ
く
り
ま
し
ょ
う

。。



今
回
こ
れ
ら
の
家
宝
を
寄
贈
し
た
の
閉
ま

F:可比
即
断
略
取
恥
立

ヨ
ハ
一

i

!

;

v

!

 

は
、
中
村
家
六
代
目
の
妻
寿
々
さ
ん
(
引
柏
町
叩
氏
キ
持
1
J誌
は
此
へ

き
と
娘
の
光
子
さ
ん
(
凡
歳

)
1
い

ご

吋

野

球

連

じ

h

叫

づ
れ
も
長
浜
町
在
住
H
H
o

贈
呈
式
は
、
間

F

何
「
解
放
運
動
へ
の
歩
み
」

九
月
四
日
、
市
役
所
市
長
室
で
行
わ
れ
向

光
子
さ
ん
の
夫
堀
井
順
次
さ
ん
(
部
歳
)
間
同
和
教
育
の
全
国
化
へ
向
け
て
、
全

か
ら
桝
旧
市
長
に
、
弓
矢
や
秘
伝
警
な
時
国
同
和
教
育
協
議
会
(
全
日
目
教
)
が
昭

ど
の
口
録
が
子
渡
さ
れ
ま
し
た
。
一
十
和
二
十
八
年
に
結
成
さ
れ
、
第
一
同
研

寄
贈
さ
れ
た
弓
は
、
竹
を
張
り
合
せ
甲
南
九
大
会
が
大
阪
で
聞
か
れ
ま
し
た
。
西

漆
塗
り
を
施
し
た
も
の
一
張
で
、
長
さ
国
日
本
の
各
県
か
ら
参
加
し
た
人
々
は
、

は
二
一
・
五
灯
に
及
び
ま
す
。
矢
は
儀
礼
町
お
互
い
に
実
践
を
交
流
し
合
い
研
修
を

聞
と
戦
場
用
の
も
の
て
筋
ず
つ
で
、
い
間
深
め
ま
し
た
。
部
落
差
別
を
解
消
す
る

ず
れ
も
放
っ
と
音
を
出
す
鳴
鏑
(
な
り
ぬ
た
め
に
起
こ
っ
た
同
和
教
育
で
す
が
、

か
ぶ
ら
)
で
す
。
ま
た
、
資
料
類
に
は
、
閉
そ
の
研
究
実
践
が
き
わ
め
て
不
十
分
で

弓
術
や
民
合
術
の
秘
伝
書
の
外
「
原
寸
向
学
校
現
場
に
は
理
論
も
方
法
も
全
く
確

大
弓
絵
図
し
ゃ
弓
矢
凶
解
人
り
の
「
一
誕
両
立
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

生
裏
口
作
法
し
な
ど
の
貴
重
な
も
の
が
時
そ
し
て
、
昭
和
一
二
卜
年
和
歌
山
大
会

数
多
く
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
時
第
四
同
大
会
か
ら
、
民
間
の
運
動
団
体

市

で

は

こ

れ
h
ノ
の
資
料
を
来
年
度
目
と
の
交
流
を
始
め
ま
し
た
。
こ
う
し
て

に
も
市
立
博
物
館
へ
展
示
し
、
市
民
に
間
運
動
と
の
結
び
つ
き
の
中
で
、
部
落
差

公

開

す

る

予

定

で

す

。

一

一

別

解

消

を

め

ぎ

す

理

論

と

方

法

が

次

第

も
も
も
3
3ゅ
g
g
g
g
f
r
g
g
S
F
2
4
2
2
8
g
g
g
g
g
g
g
S
F
5
2
5
2
t
g
g
g
g
g
t
t
r
F
g
g
g
g
g
r
g
F
8
5み
に
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
き
ま
し
た
。
ご

知
の
年
、
国
で
は
同
和
問
題
閣
僚
懇
談
会

問
、
が
設
置
さ
れ
、
昭
和
一
二
十
瓦
年
(
一
九

日

恥

一

六

O
)
同
和
対
策
審
議
会
設
置
法
が
、

相
琳
去
一
国
会
の
全
会
一
致
で
成
立
し
、
解
決
方

也
知
械
部
法
の
諮
問
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
次
い
で

1
1

よ
ぷ

l

d

川
a

ミ

一
い
博
部
昭
和
問
十
年
待
申
が
山
さ
れ
ま
し
た
が

7
J

引
停

L
γ
L
h
q

日
別
小
時
そ
の
問
、
部
落
解
放
要
求
貫
徹
請
願
運

月
(
洲
叩
動
の
高
ま
る
中
で
、
九
州
か
ら
東
京
に

日
大
聞
い
た
る
千
二
百
キ
ロ
を
、
汗
と
一
俣
の
「
東

耳
目
坊
間
京
大
行
進
し
が
敢
行
さ
れ
ま
し
た
。
こ

担
F

主

戸

会
会
悼
の
令
市
に
よ
っ
て
、
同
和
問
題
は
人
類

持
普
遍
の
原
理
で
あ
る
自
由
と
平
等
に
関

向
す
る
問
題
で
あ
り
、
日
本
国
憲
法
に
保

おおず

弓
矢

秘
伝
書
を

市
に
寄
贈

• 
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第
十
代
大
洲
藩
主
加
藤
泰
済
に
仕
え
、

藩
内
き
つ
で
の
弓
の
名
人
と
い
わ
れ
た

中
村
新
八
郎
(
同
郎
太
夫
)
正
典
家
伝

来
の
弓
矢
・
秘
伝
言
な
ど
五
十
一
点
が
、

こ
の
度
大
洲
市
に
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

「四季もよう四国」写真展

大洲市立博物館では、今回「四季も

よう四国」高橋毅写真展を開催するこ

とになりました。

高橋毅氏は伊予三島市の出身で、本

年 6月に日本写真協会新入賞を受賞し

た、新進気鋭の写真家。展示内容は、

四国四県の四季折々の表情を鋭い感性

てミとらえた{'1~&;" %'J 50 lょで、ず。

私たちの住む同国の美しい四季もょ

うをぜひ 度ご鑑賞ください。

No131 

「
人
権
と
同
和
教
育
」

(8) 

障
さ
れ
た
基
本
的
人
権
に
か
か
わ
る
問

題
と
し
て
、
こ
れ
の
早
急
な
解
決
こ
そ

国
の
責
務
で
あ
り
、
国
民
的
課
題
で
あ

る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
ま
し
た
。

か
く
し
て
、
昭
和
問
十
問
年
(
一
九

六
問
)
に
、
同
和
対
策
事
業
特
別
措
置

法
(
同
対
特
措
法
)
が
制
定
さ
れ
た
と

き
、
衆
議
院
内
閣
委
員
会
の
答
弁
で
、

時
の
佐
藤
総
理
大
臣
は
、

「
ず
い
ぶ
ん
長
く
か
か
っ
た
問
題
だ
が
、

各
党
が
、
本
当
に
民
族
の
非
常
に
悲
し

む
べ
き
事
柄
に
つ
い
て
、
版
を
打
ち
わ

っ
て
話
を
し
た
結
果
解
決
し
た
こ
と
が
、

私
は
非
常
に
う
れ
し
い
。
L

と
、
そ
の
成
立
を
喜
ん
だ
と
い
い
ま
す
。

こ
の
法
律
の
施
行
に
よ
り
同
対
事
業

は
本
格
的
に
始
ま
り
ま
し
た
。
そ
れ
は

①
対
象
地
氏
の
生
活
環
境
の
改
善

②
対
象
地
医
の
経
済
基
盤
の
確
烹

③
同
和
教
育
の
推
進

を
、
一
二
つ
の
軸
と
し
て
推
進
き
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
の
で
す
。

こ
う
し
た
全
国
的
運
動
の
中
で
、
愛

媛
県
に
む
け
る
同
和
教
育
も
、
昭
和
一
」

十
五
年
(
一
九
五

O
)
に
、
当
時
の
宇

摩
郡
天
満
村
(
現
土
居
町
)
津
寧
中
学

校
で
、
県
下
初
の
同
和
教
育
研
究
協
議

会
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

次
回
か
ら
愛
媛
で
の
運
動
の
概
要
を

た
ど
っ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

9 
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肱川流域風

奥

さ

ん

訪

フランス料理

九
月
二
十
八
日
、
肱
川
流
域
開
発
促

進
協
議
会
主
催
に
よ
る

η

肱
川
流
域
の

材
料
を
使
っ
た
フ
ラ
ン
ス
料
理
の
研
究

会
H

が
聞
か
れ
ま
し
た
。
会
場
と
な
っ

た
中
央
公
民
館
に
は
、
同
協
議
会
を
構

成
す
る
肱
川
流
域
六
市
町
村
か
ら
、
一
一
-

十
六
人
の
女
性
が
集
ま
り
、
松
山
市
湯

渡
町
の
レ
ス
ト
ラ
ン
経
営
一
一
宮
進
さ
ん

(
位
歳
)
の
指
導
で
、
フ
ラ
ン
ス
料
理

に
挑
戦
し
ま
し
た
。

問

No.l00 

地
域
の
人
た
ち

ι支
え
ら
れ
て
・

谷
村

愛
子
さ
ん
〔
誉
回
・
泊
歳
V

V
出
身
は
、
鹿
児
島
県
の
川
辺
町
と
い

う
、
仏
壇
・
仏
具
の
生
産
地
と
し
て
有

名
な
静
か
な
街
で
す
。

V
大
阪
の
就
職
先
で
主
人
と
知
り
合
い

結
婚
。
昭
和
問
十
九
年
、
長
女
が
小
学

校
へ
入
学
す
る
の
を
契
機
に
大
洲
へ
移

り
ま
し
た
。

V
初
め
で
大
洲
を
訪
れ
た
時
に
は
、
冨

士
山
と
肱
川
、
そ
し
て
川
面
に
浮
か
ぶ

おおず広報

参
加
者
は
、
肱
川
流
域
で
取
れ
る
素

材
を
活
用
し
た
「
虹
鱒
の
ム
ニ
エ
ル
・

パ
タ

i
ソ
!
ス
」
「
キ
ジ
肉
の
ソ
テ

i
-

マ
ス
カ
y
ト
風
味
」
な
ど
の
料
理
を
約

一
二
時
間
が
か
り
で
調
理
。
大
川
ワ
イ
ン

を
添
え
て
試
食
会
を
聞
き
、
フ
ラ
ン
ス

の
味
を
体
験
し
ま
し
た
。

お
つ
か
れ
さ
ま

ウ
の
感
謝
祭

夏
の
夜
を
彩
っ
た
う
か
い
が
九
月
-
一

十
日
終
了
し
た
の
に
伴
い
、
同
月
二
卜

九
日
、
主
役
の
ウ
の
労
を
ね
ぎ
ら
う
感

謝
祭
が
中
村
の
肱
川
河
原
で
開
か
れ
ま

し
た
。今
年
の
う
か
い
は
、
天
候
不
順
な
ど

で
シ
ー
ズ
ン
後
半
が
不
調
に
終
っ
た
も

の
の
、
阿
国
外
か
ら
の
観
光
客
が
倍
増

す
る
な
ど
の
好
材
料
に
も
恵
ま
れ
、
昨

年
を
上
回
る
成
緯
を
残
し
ま
し
た
。
同

小
舟
の
織
り
成
す
風
景
を
見
て
、
の
ど

か
で
豊
か
な
所
だ
な
と
い
う
印
象
を
抱

き
ま
し
た
。
十
一
九
年
間
こ
の
街
で
生
活

し
て
き
ま
し
た
が
、
や
は
り
、
の
ど
か

で
人
情
味
豊
か
な
所
と
自
然
環
境
に
つ

い
て
は
最
高
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

V
大
洲
に
あ
る
サ
ツ
マ
と
い
う
料
理
は
、

鹿
児
島
に
は
あ
り
ま
せ
ん
。
あ
ち
ら
で

は
、
サ
ツ
マ
鴎
を
使
っ
た
料
理
が
主
力

で
、
鶏
の
刺
身
な
ど
は
、
ス
ー
パ
ー
で

売
ら
れ
て
い
る
く
ら
い
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
な

料
理
な
ん
で
す
。

V
最
初
は
わ
か
ら
な
い
こ
と
ば
か
り
で

国
外
の
観
光
客
の
倍
増
に
つ
い
て
、
市

観
光
協
会
で
は
、
瀬
戸
大
橋
の
開
通
に

伴
う
積
極
的
な

P
R
活
動
が
功
を
奏
し

た
も
の
と
分
析
し
て
い
ま
す
。

こ
の
日
ば
か
り
は
ウ
も
完
全
休
養
。

ウ
匠
ら
関
係
書
が
投
げ
与
え
る
好
物
の

小
ア
ジ
に
、
喜
し
そ
う
に
飛
び
つ
い
で

い
ま
し
た
。

失
敗
ば
か
り
し
て
い
ま
し
た
が
、
地
域

の
人
た
ち
に
支
え
ら
れ
て
今
日
ま
で
や

っ
て
来
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
は
、

大
洲
と
い
う
街
に
ご
恩
返
し
す
る
つ
も

り
で
、
友
人
・
知
人
を
通
じ
て
大
洲
の

P
R
を
積
極
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。

V

い
つ
だ
っ
た
か
、
う
か
い
の
遊
覧
船

で
他
県
の
人
と
一
緒
に
な
り
、
大
洲
の

こ
と
を
色
々
と
聞
か
れ
ま
し
た
。

H

大

洲
人
と
し
て
、
大
洲
の
こ
と
を
人
に
説

明
で
き
る
だ
け
の
最
低
限
の
知
識
は
持

っ
て
い
な
き
ゃ
印
と
痛
感
し
、
今
、
少
し

づ
っ
勉
強
し
て
い
る
と
こ
ろ
な
ん
で
す
。

新
刊
図
書
案
内

マ 収 H 孔金高才赤魔黄さ目白あ明飲平日 医老消曇経代 勢ミー口松
ン 容本 統円 い 色び和な日む紙 書い費り済議 津 a休本山
ハ 所の子の寺 rH旅都いしのたの健ち かた税の rl士 子藩さ胃藩
y か名 夢純 券 描い文の天康き、、 らるのち書秘 ;fi、家ん険役
タ ら随 情 天人敬気カり も父 p兄晴平書ば臣の録
ン来筆 商 使語のタ絵らといれ成 さ名幸
ジ少た 81 庖 読ロ 2 つ 元ん事福
ム年遺友 街 ノト みグ た 年 の典論
日辺書安 ね 111 方 し薬杉 経西青新 伊
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ヤ じ 章f--_水め f二土木行美藤吉部婦ん村わ美室井企 勢物物原原史
ロ ゆ太義正 理江 Jど、敦のこか津直晴画 ε 津語1E泰談
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平成元年11月1日 おおず広報

トでニッコニコ
9.20 

J¥ットJ¥ッ秋の味覚いも園オープン
9.27 

ミi一:一←」

9 月一…O肝叩一一……f日一…一1一川寸大州州秒測l
人カ i ト一一一ゴ一一一一フ吋明叩一を悦肌一一~楽胤一一一しM吋一み付比まれし

j洋羊 A会長) の招f待寺でで、¥、 市市A内のf保呆育所閑児約

たO どの園児も、バターをf屋って大奮戦。

‘つ九
りて月
出、 1

L行し大十
総 見ま i1'i'1同
し高 LJ
トた校
一。の藤

イ反樹
装ま
行つ
列り
カfσ〉
、ト

市ツ
内プ
へを
繰切

狗メヲ
ヌ""'l"1乎
戸ぷ入.0，
h{⑦iJ 

( 9月27日、 k須戒の観光イモ園がオ¥

ープンしました。松久保野菜組合(村|

越忠雄代表)の 4農家で始められたこ

のイモ園も今年で8年日。 一区画(4 

~ 5 m') を1，000円で開放しています。

イモは甘味たっぷりで、秋の味覚を求

めて訪れた観光客の聞でも、評判は L
々のようでした。

一日警察署長

9月12R桝田市長は、 100歳をこえる市

内の長寿斉 2人を訪問し、わらべ人形を

贈りました。(写真は、 102歳を迎え、ま

vすます元気な有友ムメカさん(菅田) ) 
i"畿日櫨[':t，]璽盤欝

〈 会議品.

¥
九
月
一
-
十
五
日
、
大
洲
小
学
校
の
六
年
竺
、
村

k
雄
-
君
、

k
鍛
治
千
恵
さ
/

一
ん
、
松
田
直
子
さ
ん
の
ご
一
人
が
、
牟
日
警
察
署
長
を
勤
め
ま
し
た
。
こ
の
日
、
一

一
杉
大
洲
警
察
署
長
か
ら
委
嘱
状
を
受
け
取
っ
た
三
人
は
、
肱
川
橋
の
た
も
と
に
一

戸
自
・
歩
道
マ

l
ク
を
設
置
す
る
な
ど
、
交
通
事
故
防
止
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。
¥

一[[ -

9.25 

9月末までの
大洲市内の交通事故

9 iJ末現在 昨年同期

f牛 主主 169 182 

負傷者 216 226 

死 者 4 2 



保
纏
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

平成元年11月1日

乳

幼

児

健
康
診
断

実

施

日

該

当

者

日
月
7
日
(
火
)
平
成
元
年
6
月
生
※

日
月
9
日
(
木
)
昭
和
臼
年
4
月
生

日
月
比
日
(
火
)
平
成
元
年
3
月
生
※

日
月
幻
日
(
火
)
昭
和
臼
年
ロ
月
生
※

日
月
お
日
(
火
)
昭
和
白
年
目
月
生

※
は
肱
南
・
肱
北
地
区
の
み

受
付
時
間
日
時
1
日
時
却
分

実
施
場
所
大
洲
市
保
健
セ
ン
タ
ー

持

参

品

母

子

健

康

子

帳

成
人
病
・
結
核
検
診

受 1111
付月月実
日寺 2 1 
間 H 日施

13 9 木水日
時時~~

¥ 30 ~ 
15分新
時 1 谷
11 :i童
日寺 車各
戸斤

場

月斤

広報

検

診

料

住E

F斗

城
戸
眼
科
(
末
広
町
)

宮
⑪
3
0
0
8

大
洲
中
央
病
院
(
東
大
洲
)

宮

(
ω
4
5
5
1

藤
本
外
科
(
中
町
)

宮
⑫
2
3
1
0

大
洲
中
央
病
院

宮

(
ω
4
5
5
1

大
野
内
科
(
片
原
町
)

宮

(
ω
6
8
0
0

大
洲
中
央
病
院

宮

(
ω
4
5
5
1

村
上
外
科
(
片
原
町
)

宮
(
旬

2
2
6
2

大
洲
中
央
病
院

宮
⑪
4
5
5
1

1
月
お
口
(
岡
本
耳
鼻
科
(
本
町
)

(
木
)
宮
⑪
3
7
5
2

大
洲
中
央
病
院

宮
⑫
4
5
5
1

清
水
内
科
(
志
保
町
)

日
月
3
日

(
金
)

日
月
5
日

(
日
)

日
月
ロ
日
(
日
)

日
月
四
日

(
日
)

日
月
お
口

円

宮

(
ω
2
0
1
7

大
洲
中
央
病
院

宮
⑪
4
5
5
1

胃

が

ん

検

雲4ト
0'" 

歯
科
相
談
(
大
洲
保
健
所
)

実

施

日

内

容

日
月
日
日
(
水
)
成
人
歯
科
相
談

日
月
幻
日
(
水
)
乳
幼
児
歯
科
相
談

受
付
時
間
日
時
か
ら
で
す
。
前
も
っ

て
電
話
連
絡
を
わ
願
い
し
ま
す
。

宮
⑫
3
1
6
5

献
血
の
お
知
ら
せ

次
の
よ
う
に
採
血
車
が
巡
回
し
ま
す

の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

実
施
口
日
月
2
日
(
木
)

場

所

時

間

市
立
大
洲
病
院
9
時
加
分

1
ロ
時

鮒
仙
味
エ
キ
ス
ロ
時
l
H
時
加
分

愛
媛
銀
行
大
洲
支
庖
日
時

i
m
時
小
山
分

相談ごと案内
いずれも無料です。気軽にご

利用ください。

b交通事故相談
とき 11月 8日

11月20日

ところ 市役所

惨人権相談

と き 11月20日 13日寺~16時

ところ 社会福祉協議会事務局

砂法律相談

と き 11月 6日 13日寺一16日手

ところ 社会福祉協議会事務局

惨心配ごと相談

とき 11月 1日、 10日、 27口

13時~16時

ところ 社会福祉協議会事務局

惨家庭児童相談

と き 毎日の執務時間中

ところ 大洲市福祉事務所

砂行政相談

とき 11月20日 9時一12時

ところ 市役所2階会議室

急ぐ時はE⑪ 3794 (玉木)まで

砂社会保険相談

と き 11月20日 10時一16日手

ところ 大洲商工会議所

担当 松山西社会保険事務所

砂栄養士による健康相談

とき 11月24日 13時一15時

ところ 大洲市保健センター

対象 40歳以上の人

砂何でも相談

と き 毎日の執務時間中

ところ 大洲隣保館E⑪ 6100

大洲福祉会館E⑫ 0947

砂不動産無料相談

と き 11月15日 9時一16日寺

ところ 宅建協会大洲支部

フヂエ夕、、花庖 2階常磐町 4

10時~15日寺

3階会議室

おおず

実

施

日

日
月
1
日
(
水

)

f
一
新
谷
連
洛
折

口
月
2
日
(
木
)

日
月
7
日
(
火
)
一
菅
田
連
絡
所

日
月
8
日
(
水
)

日
月
刊
日
(
金
)
柳
沢
連
絡
所

日
月
却
日
(
水
)
南
久
米
連
絡
所

日
月
初
日
(
木
)
平
野
連
絡
所

受
付
時
間

8
時
i
m
時

検

診

料

9
0
0
円

対

象

者

ω歳
以
上
の
人

土暴

戸斤

健

康

本目

E炎

日

時

日

月
8
日
と
日
月
幻
日

9
時
叩
分

1
ロ
時
、
口
時
1
日
時

場

所

日

月
8
日
は
市
役
所
二
階
会
議

室
、
日
月
辺
日
は
市
役
所
二
階
大

ホ
i
ル

ま
ご
こ
ろ
の

お
く
り
も
の
(
敬
称
略

金
一
封
(
寄
付
金
)

五

郎

(
指
定
配
分
)

金
-
封
(
上
須
戒
老
人
会
へ
)

上
須
h

一

枚

宇

都

武

金
一
封
(
新
谷
地
区
社
協
へ
)

喜

多

山

河

野

幸

生

金
一
封
(
南
久
米
保
育
所
・
大
成
保

育
所
・
業
津
保
育
所
・
市
社
協
へ
)

新

谷

向

井

貞

儀

金
一
封
(
上
須
戒
地
区
社
協
と
卜
し
須

戒
老
人
会
へ
)
上
須
戒
神
山
諦
仁

金
一
封
(
柳
沢
地
民
社
協
へ
)

藤

縄

井

上

一

安

金
一
封
(
財
団
法
人
・
交
通
遺
児
育

英

会

へ

)

平

野

町

松

本

強

温
か
い
善
意
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
感
謝
を
こ
め
て
掲
載
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

大
洲
市
社
会
福
祉
協
議
会

大
f''l 

重

η〆』

国民健康保険税

4 期

納期は11月30日です

今月の納税
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